
２０２６年１月                     斉藤信の県政報告                            

 

 

 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

12
月
８
日
、
達
増
拓
也
知
事
に
対
し

２
０
２
６
年
度
岩
手
県
予
算
に
関
す
る

申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
(1)
ク

マ
出
没
か
ら
県
民
の
命
と
安
全
を
守
る
、

(2)
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を
守

り
地
域
経
済
を
立
て
直
す
、
(3)
大
船
渡

市
林
野
火
災
と
東
日
本
大
震
災
津
波
の

復
興
、
(4)
命
と
暮
ら
し
を
守
る
新
た
な

県
政
め
ざ
し
て―
の
４
部
構
成
で
す
。 

斉
藤
県
議
は
、
ク
マ
の
出
没
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
提
供
し
、
生
活
圏
に
現
れ

た
ク
マ
は
被
害
が
出
る
前
に
積
極
的
に

捕
獲
す
べ
き
だ
と
強
調
。
ハ
ン
タ
ー
報
酬

の
大
幅
改
善
、
箱
わ
な
増
設
な
ど
災
害
並

み
の
緊
急
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
高
市
政
権
の
物
価
高
騰
対
策
が

一
時
し
の
ぎ
に
す
ぎ
な
い
な
か
、
県
が
中

小
企
業
の
賃
上
げ
支
援
金
第
３
弾
を
27

億 

 

12
月
10
日
、
12
月
県
議
会
最
終

本
会
議
で
「
衆
議
院
議
員
定
数
削
減
に

関
す
る
民
主
的
な
手
続
き
の
遵
守
を

求
め
る
意
見
書
」
を
全
国
都
道
府
県
議

会
で
初
め
て
採
択
し
ま
し
た
（
自
民

党
・
い
わ
て
県
民
ク
ラ
ブ
が
反
対
）。

意
見
書
で
は
、
自
維
政
権
の
下
で
唐
突

に
進
め
ら
れ
た
定
数
削
減
の
議
論
が

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
よ
り
も
優
先

さ
れ
る
こ
と
は
、
自
民
党
の
裏
金
問
題

隠
し
や
企
業
・
団
体
献
金
改
革
の
先
送

り
だ
と
批
判
。
多
様
な
国
民
の
声
を
反

映
せ
ず
、
地
方
の
声
を
切
り
捨
て
る
よ 

達増知事に申し入れる(左から) 吉田恭子副委員長、斉藤県議、(右から)
高田一郎県議、菅原則勝県委員長（１２月８日） 

 

億
円
に
拡
充
し
た
の
は
重
要
だ
と
評
価
。

県
内
の
医
療
・
介
護
危
機
打
開
へ
、
国
に 

う
な
定
数
削
減
は
行
わ
な
い
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
ま
す
。 

12
月
１
日
か
ら
最
低
賃
金
が
時
給

１
０
３
１
円(

79
円
増)

へ
大
幅
に
引

き
上
が
る
中
、
県
独
自
の
賃
上
げ
支
援

金
第
３
弾
と
し
て
時
給
60
円
以
上
引

き
上
げ
た
中
小
企
業
に
従
業
員
１
人

当
た
り
６
～
８
万
円
（
最
大
50
人
分
）

を
補
助
す
る
27
億
円
の
補
正
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
５
年
連
続
で
全
市
町
村
で

の
実
施
と
な
る
福
祉
灯
油
助
成(

１
世

帯
７
千
円)

も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
で
は
使

用
者(

中
小
企
業
を
含
む)

に
８
億
４

千
万
円
余
を
支
給
し
、
特
別
支
援
学
校

の
給
食
費
値
上
げ
分
に
１
１
０
０
万

円
を
補
助
。
介
護
施
設
や
障
害
福
祉
施

設(

７
億
４
千
万
円)

、
医
療
機
関(

４

億
４
千
万
円)

に
光
熱
費
や
食
材
料
費

の
上
昇
に
伴
う
経
費
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
に
必

要
な
経
費
の
一
部
支
援
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関(

病
院
を
除
く
診
療
所
等)

に
約
７
億
円
、
介
護
施
設
に
約
30
億

円
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
４

億
４
千
万
円
を
補
助
し
ま
す
。 

ク
マ
対
策
で
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
の
任
用
や
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー

の 

臨時県議会で質疑に立つ斉藤県議（１２月２４日） 

 

12
月
24
日
の
臨
時
県
議
会
で
、
物

価
高
騰
か
ら
県
民
の
生
活
と
営
業
を

守
る
補
正
予
算
４
７
７
億
円(

う
ち
物

価
高
騰
対
策
分
は
90
億
円)

が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 

の
配
備
、
箱
わ
な
購
入
、
放
任
果
樹
の

伐
採
、
侵
入
防
止
柵
へ
の
補
助
な
ど
に

２
億
２
千
万
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。 

対
し
賃
上
げ
実
現
の

緊
急
対
策
と
診
療
・
介

護
報
酬
の
大
幅
引
き

上
げ
求
め
る
べ
き
だ

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
「
今
年

は
多
事
多
難
な
年
だ

っ
た
。
申
し
入
れ
を
大

い
に
参
考
に
し
な
が

ら
来
年
度
予
算
編
成

に
あ
た
り
た
い
。
早
急

に
手
を
打
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
も
の
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

◇クマ出没から県民の命と安全を守るため災害並みの対策を 
◇参院選での審判を踏まえ消費税５％減税とインボイスの中止 
◇コメ不足と価格高騰への対策、酪農・畜産農家への支援 
◇大船渡市林野火災からの復旧・復興を進め、１５周年を迎え
る東日本大震災津波の復興の現状と教訓の発信強化 

◇医療・介護危機打開へ診療報酬・介護報酬等の大幅引き上げ 
◇県立病院の経営計画（2025-2030）を見直し、医師・看護師の
増員で県立病院を拠点にした地域医療の充実を 

◇パワハラによる県職員自死事件を教訓に、ハラスメントを許
さず人権が守られる社会と職場の実現を 

◇男女賃金格差の是正など、あらゆる場でジェンダー平等を 
◇教育費の無償化めざし子どもの権利を保障する教育に 
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  【
11
月
】 

7
日 

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
で
岩
渕
友
参

院
議
員
と
北
海
道
・東
北
県
議
団

が
環
境
省
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
要

望
・懇
談
、
岩
手
大
学
理
工
学
部

一
祐
会
盛
岡
支
部
総
会 

12
日 

花
巻
市
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
の

調
査 

15
日 

消
費
税
を
な
く
す
岩
手
の
会
総

会
、
消
費
税
廃
止
各
界
連
講
演

会
（大
門
み
き
し
参
院
議
員
） 

16
日 

小
池
晃
書
記
局
長
を
迎
え
た
つ

ど
い
（Ａ
Ｋ
Ｉ
フ
ェ
ス
） 

17
日 

議
運
、
12
月
議
会
提
出
議
案
説

明
会 

18
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

19
日 

９
条
改
憲
ノ
ー
！
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
昼
デ
モ 

22
日 

都
南
地
区
議
会
報
告
会 

23
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

26
日 

議
運 

27
日 

12
月
県
議
会
開
会
、
建
設
業
協

会
盛
岡
支
部
と
意
見
交
換
会 

28
日 

小
池
晃
書
記
局
長
が
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
対
策
で
調
査
（佐
々
木
副
知
事
、

花
巻
市
の
ハ
ン
タ
ー
、
盛
岡
市
民

と
の
懇
談
） 

29
日 

岩
手
県
革
新
懇
総
会
で
穀
田
恵

二
前
衆
議
院
議
員
が
講
演 

 【
12
月
】 

1
日 

く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

3
～
5
日 

県
議
会
本
会
議
（５
日
に
斉

藤
県
議
が
議
案
に
対
す
る
質
疑
） 

6
日 

地
域
総
研
連
続
講
座「
地
域
と
学

校
の
存
続
」 

8
日 

達
増
知
事
に
２
０
２
６
年
度
予
算

要
望
、
文
教
委
員
会 

10
日 

議
運
、
最
終
本
会
議 

13
日 

こ
ぶ
し
の
会
議
会
報
告
会 

17
日 

議
運
、
臨
時
議
会
提
出
議
案
説
明

会 

18
日 

高
校
再
編
地
域
検
討
会
議
盛
岡

①
、
岩
手
県
母
親
大
会
実
行
委

対
県
要
望
（八
重
樫
副
知
事
、
各

部
局
） 

19
日 

高
校
再
編
地
域
検
討
会
議
盛
岡

② 

24
日 

議
運
、
臨
時
県
議
会 

 

県
教
育
委
員
会
と
矢

巾
町
が
共
同
で
整
備
を

予
定
し
て
い
た
南
昌
み

ら
い
高
校
の
新
体
育
館

は
、
矢
巾
町
長
の
突
然
の

「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
協

議
」
の
申
し
出
に
よ
り
工

事
が
中
断
、
契
約
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
県

議
会
に
は
、
請
負
業
者
に

５
９
０
０
万
円
の
損
害

賠
償
を
支
払
う
議
案
が

提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し 

 

に
基
づ
い
た
整
備
が
近

道
で
は
な
い
か
と
質
し

ま
し
た
。
佐
藤
教
育
長

は
「
県
単
独
で
の
整
備

を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
表
明
し
た
と
こ
ろ

だ
が
、
町
側
に
照
会
を

か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。 

  

し
た
。
斉
藤
県
議
は
、
県
教
委
と
矢
巾

町
が
２
年
半
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
、

計
画
を
確
認
し
た
う
え
で
覚
書
が
締
結

(

24
年
５
月
30
日)

さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
体
育
館
の
仕
様
が
変
更
さ
れ

た
」
と
の
町
長
の
指
摘
は
事
実
経
過
を

無
視
す
る
も
の
だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま

し
た
。
県
教
委
は
９
月
県
議
会
で
の
斉

藤
県
議
の
一
般
質
問
に
対
し
、
県
単
独

で
整
備
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、

体
育
館
の
早
期
建
設
を
求
め
る
町
民
の

声
と
町
議
会
意
見
書
も
踏
ま
え
、
可
能

性
が
わ
ず
か
で
も
あ
る
と
す
れ
ば
覚
書

に 

 

学
科
で
あ
り
、
教
員
不
足
を
理
由
に
な

く
す
こ
と
は
、
生
徒
の
希
望
を
奪
い
、

１
万
４
千
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
た
地

域
の
願
い
に
も
背
を
向
け
る
も
の
だ
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

平
舘
高
校
の
家
政
科
学
科
の
募
集
停

止
に
つ
い
て
も
、
管
内
就
職
率
の
実
績

等
を
踏
ま
え
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

県
立
高
校
再
編
計
画
の
修
正
案
が

11
月
17
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
船
渡
東
高
校
の
調
理
師
養
成
施

設
の
宮
古
水
産
へ
の
集
約
と
食
物
文

化
科
の
募
集
停
止
に
つ
い
て
、
一
番
入

学
者
が
多
く
地
域
と
も
結
び
つ
い
た

学 

 

に
超
え
て
い
ま
す
。
高
田
県
議
は
、
ハ

ン
タ
ー
の
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
や
１
頭

当
た
り
の
捕
獲
手
当
が
少
な
す
ぎ
る

問
題
な
ど
を
指
摘
。「
被
害
防
止
対
策

の
予
算
を
拡
充
し
人
的
体
制
も
強
化

す
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
県
側
は

「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
交
付
金
は
、
市

町
村
か
ら
の
要
望
に
対
す
る
配
分
率

が
79
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
国
に

予
算
の
拡
充
を
求
め
た
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
高
田
県
議
は
、
緩
衝
帯
の
整

備
に
取
り
組
む
盛
岡
市
の
「
里
山
整
備

事
業
」
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域

ぐ
る
み
で
被
害
防
止
対
策
に
取
り
組

む
盛
岡
市
猪
去
地
区
の
取
り
組
み
を

全
県
に
広
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

 

高
田
一
郎
県
議
は
農
林
水
産
委
員

会
で
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
抜
本
的

な
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

一
関
市
で
は
、
来
年
度
の
電
気
柵
の

補
助
が
予
定
し
て
い
る
予
算
を
す
で

に 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（１２月５日） 

 

12
月
18
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
実

行
委
員
会
は
、
10
月
に
盛
岡
市
で
開

催 

 

八重樫副知事(左)に要請する県母親大会
実行委員会の皆さんと同席する県議団 

催
さ
れ
た
第
70
回
県
母
親
大
会
の

申
し
合
わ
せ
・
決
議
・
宣
言
に
基
づ

く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

重
点
項
目
と
し
て
、
▼
教
職
員
の
長

時
間
労
働
の
是
正
▼
介
護
報
酬
の
引

き
上
げ
を
国
に
求
め
、
県
と
し
て
も
訪

問
介
護
事
業
所
の
実
態
を
調
査
し
支

援
す
る
こ
と
▼
コ
メ
危
機
打
開
へ
、
す

べ
て
の
農
家
の
生
産
を
支
援
し
「
価
格

保
障
・
所
得
補
償
」
を
国
に
求
め
る
こ

と―

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 
案 件 

斉藤 信 
(日本共産党) 

上原康樹 
(希望いわて) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

福井誠司 
(自民党) 

鈴木亜希子 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

村上貢一 
(県民クラブ) 

衆議院議員定数削減に関する民主的な手
続きの遵守を求める意見書⇒採択 

○ 欠 ○ ○ ○ ○ × × × ○ × 

私学助成制度の拡充を求める請願・意見
書⇒採択 

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

岩手県における小児がん等治療後のワク
チン再接種費用補助制度の早期導入及び
強化を求める請願⇒採択 

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

特別職（知事･副知事･県議等）の給与引
き上げに関する条例⇒採択 

× 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

１１月２８日、日本共産党の小池晃書記局長が来

県し、ツキノワグマ被害の調査を行いました。 

県庁では佐々木淳副知事と懇談。佐々木副知事

は、地域住民の安全確保へ「人とクマとの軋轢を軽

減していくことが重要だ」と強調。科学的な調査に

基づくクマの生態や個体数の把握、鳥獣被害防止総

合対策交付金の拡充など国への要望を述べました。 

 盛岡市内の商店会や町内会役員とも懇談し、「昼

の時間帯と比べ夜間に飲食店を利用する客が激減

した」「高齢者がクマに関する情報を得られていな

い」など切実な声が寄せられました。 

１月２１日（水）午後６時 

２月１８日（水）午後６時 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

県庁で佐々木副知事（右）から説明を受ける 

農林水産委員会で質疑に立つ高田県議(１２月５日) 


